
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
管
理
運
営
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
十
九
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
規
則
第
二
十
二
号

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
管
理
運
営
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

附
属
博
物
館
（
以
下
「
博
物
館
」
と
い
う
。
）
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

（
開
館
時
間
）

第
二
条

博
物
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
午
後
四
時
三

十
分
以
後
の
入
館
は
、
認
め
な
い
も
の
と
す
る
。

２

博
物
館
の
館
長
（
以
下
「
館
長
」
と
い
う
。
）
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
開
館
時
間
を
臨
時
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
休
館
日
）

第
三
条

博
物
館
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

月
曜
日
（
そ
の
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に

規
定
す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
日
後
に
お
い
て
、
そ
の
日

に
最
も
近
い
休
日
で
な
い
日
）

二

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
翌
年
一
月
四
日
ま
で

２

館
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
館
日
を
変
更
し
、
又
は
臨
時
に
休
館
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
観
覧
券
の
交
付
）

第
四
条

博
物
館
は
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
二

十
三
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
観
覧
料
を
納
め
た
者
に
対
し
、

観
覧
券
（
第
一
号
様
式
）
を
交
付
す
る
。

（
退
館
）

第
五
条

館
長
は
、
博
物
館
に
入
館
し
た
者
（
以
下
「
入
館
者
」
と
い
う
。
）
が
他
の
入
館
者
に
迷
惑

を
及
ぼ
し
、
又
は
博
物
館
の
関
係
職
員
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
退
館
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。



（
撮
影
等
の
許
可
）

第
六
条

条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
撮
影
、
考
古
資
料
の
模
写
、
模
造
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
撮
影
等
許
可
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）
を
館
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
為
が
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

博
物
館
が
寄
託
を
受
け
て
い
る
考
古
資
料
に
係
る
行
為
で
あ
る
と
き
は
、
寄
託
者
の
承
諾
書
を
併
せ

て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

館
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３

館
長
は
、
第
一
項
の
撮
影
等
許
可
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
適
当
と
認
め
許
可

し
た
と
き
は
、
撮
影
等
許
可
書
（
第
三
号
様
式
）
を
交
付
す
る
。

４

館
長
は
、
考
古
資
料
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
る
。

（
館
外
貸
出
し
）

第
七
条

考
古
資
料
の
館
外
貸
出
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
考
古
資
料
館
外
貸
出
許
可
申
請
書
（

第
四
号
様
式
）
を
館
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

館
外
貸
出
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
考
古
資
料
が
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
博
物
館
が
寄
託
を

受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
寄
託
者
の
承
諾
書
を
併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

館
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
考
古
資
料
館
外
貸
出
許
可
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
当
該
館
外
貸
出
し
が
博
物
館
の
業

務
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
館
外
貸
出
し
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
博
物
館
、
美
術
館
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
の
長
で
あ

る
と
き
。

二

前
号
に
規
定
す
る
施
設
以
外
の
施
設
で
、
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号

）
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
、
又
は
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
博
物
館
に
相
当

す
る
施
設
と
し
て
指
定
を
受
け
た
施
設
の
長
で
あ
る
と
き
。

三

そ
の
他
館
長
が
適
当
と
認
め
る
者
で
あ
る
と
き
。

３

館
長
は
、
前
項
の
許
可
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

館
長
は
、
第
二
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
考
古
資
料
館
外
貸
出
許
可
書
（
第
五
号
様
式
）
を
交

付
す
る
。

５

考
古
資
料
の
館
外
貸
出
期
間
は
、
一
月
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
館
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場



合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
館
外
貸
出
許
可
の
取
消
し
）

第
八
条

館
長
は
、
館
外
貸
出
し
の
許
可
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

当
該
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

虚
偽
の
申
請
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
場
合

二

許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
又
は
館
長
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合

（
施
設
、
考
古
資
料
等
の
損
傷
）

第
九
条

入
館
者
又
は
館
外
貸
出
し
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
施
設
、
考
古
資
料
等
を
毀
損
し
、
又
は

滅
失
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
館
長
に
届
け
出
て
、
そ
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
寄
託
）

第
十
条

博
物
館
に
考
古
資
料
を
寄
託
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
考
古
資
料
寄
託
申
込
書
（
第
六
号
様
式

）
を
館
長
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

館
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
寄
託
を
承
認
し
た
考
古
資
料
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
き
は
、
考
古

資
料
預
り
書
（
第
七
号
様
式
）
を
寄
託
者
に
交
付
す
る
。

３

寄
託
者
が
、
当
該
寄
託
に
係
る
考
古
資
料
の
返
還
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
寄
託
物
返
還
申

込
書
（
第
八
号
様
式
）
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
考
古
資
料
預
り
書
を
添
え
て
、
館

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

寄
託
を
受
け
た
考
古
資
料
は
、
博
物
館
所
蔵
の
考
古
資
料
と
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
も
の
と
す
る
。

５

館
長
は
、
寄
託
を
受
け
た
考
古
資
料
が
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
毀
損
し
、
汚
損

し
、
又
は
滅
失
し
た
と
き
は
、
そ
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
一
条

知
事
は
、
条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
権
限
を
館
長
に
委
任
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
十
二
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
博
物
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
奈

良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
事
務
職
員
で
あ
る
副
所
長
と
協
議
し
、
知
事
の
承
認
を
得
て
館
長
が

定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
奈
良
県
出
土
文
化
財
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）



２

奈
良
県
出
土
文
化
財
管
理
規
則
（
平
成
三
十
一
年
三
月
奈
良
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
項
中
「
昭
和
五
十
五
年
三
月
奈
良
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
」
を
「
令
和
元
年
十

一
月
奈
良
県
規
則
第
二
十
二
号
」
に
改
め
る
。



第１号様式（第４条関係）

（個 人 の 場 合）

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

観 覧 券

（個 人）

区 分 円

（図 柄）

１人１回当日限り有効

○ ○

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

観 覧 券

（個 人）

区 分 円

No.

注１ この様式は、常設展示の場合における個人の観覧券の様式とする。

２ この様式による観覧券の種類は、区分に応じて次の３種類とする。

(1) 大人 うす黄色

(2) 学生 うす灰色

(3) 小人 うす緑色

３ 図柄は、館長が定める。

４ 特別展示における個人の観覧券の様式は、この様式に準じて館長が定める。



（団 体 の 場 合）

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

観 覧 券

（団 体）

大 人 人 円

学 生 人 円

小 人 人 円

（図 柄）

当日限り有効

○ ○

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

観 覧 券

（団 体）

大 人 人 円

学 生 人 円

小 人 人 円

No.

注１ この様式は、常設展示の場合における団体の観覧券の様式とする。

２ 図柄は、館長が定める。

３ 特別展示における団体の観覧券の様式は、この様式に準じて館長が定める。



第２号様式（第６条関係）

撮 影 等 許 可 申 請 書

年 月 日

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館長 殿

住 所

申請者

氏 名 ㊞

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館管理運営規則第６条第１項の規定により、次のとおり撮

影等を許可されるよう申請します。

品 目 点 数 備 考

希 望 日 時 年 月 日 時から 時まで

方 法

目 的

そ の 他

注 寄託を受けた考古資料を利用するときは、寄託者の承諾書を添付してください。



第３号様式（第６条関係）

第 号

年 月 日

撮 影 等 許 可 書

様（殿）

奈良県立橿原考古学研究所

附属博物館長 印

年 月 日付けで申請のありました撮影等については、奈良県立橿原考古学研究所

附属博物館管理運営規則第６条第１項の規定により次のとおり許可します。

品 目 点 数 備 考

日 時 年 月 日 時から 時まで

方 法

許 可 条 件



第４号様式（第７条関係）

考古資料館外貸出許可申請書

年 月 日

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館長 殿

住 所

申請者

氏 名 ㊞

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館管理運営規則第７条第１項の規定により、次のとおり考

古資料の館外貸出しを許可されるよう申請します。

品 目 点 数 備 考

貸 出 し の 目 的

貸 出 し の 場 所

期 間

輸 送 方 法

輸送業者名及び人数 責任者

展示等の技術指導者

保 管 責 任 者

そ の 他

注１ 寄託を受けた考古資料の貸出しを受けようとするときは、寄託者の承諾書を添付してくださ

い。

２ 考古資料利用計画書（企画の概要、警備状況等を記載したもの）を添付してください。



第５号様式（第７条関係）

第 号

年 月 日

考古資料館外貸出許可書

様（殿）

奈良県立橿原考古学研究所

附属博物館長 印

年 月 日付けで申請のありました館外貸出しについては、奈良県立橿原考古学研

究所附属博物館管理運営規則第７条第１項の規定により次のとおり許可します。

品 目 点 数 備 考

貸 出 し の 場 所

期 間

許 可 条 件



第６号様式（第10条関係）

考 古 資 料 寄 託 申 込 書

年 月 日

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館長 殿

住 所

申請者

氏 名 ㊞

私所有の下記の考古資料を奈良県立橿原考古学研究所附属博物館へ寄託したいので、奈良県立

橿原考古学研究所附属博物館管理運営規則第10条第１項の規定により申し込みます。

記

品 目 点 数 期 間 備 考

そ の 他



第７号様式（第10条関係）

第 号

年 月 日

考 古 資 料 預 り 書

様（殿）

奈良県立橿原考古学研究所

附属博物館長 印

あなたから奈良県立橿原考古学研究所附属博物館へ寄託された下記の考古資料を受領しました。

記

品 目 点 数 期 間 備 考

そ の 他

注１ 寄託考古資料の返還は、この預り書と引換えに行います。

２ この預り書を亡失し、又は滅失したときは、直ちに奈良県立橿原考古学研究所附属博物館へ

届け出てください。



第８号様式（第10条関係）

寄 託 物 返 還 申 込 書

年 月 日

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館長 殿

住 所

申請者

氏 名 ㊞

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館へ寄託している下記の考古資料について、返還を希望しま

すので、奈良県立橿原考古学研究所附属博物館管理運営規則第10条第３項の規定により申し込みま

す。

記

品 目 点 数 備 考

注 考古資料預り書を添付してください。
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